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本
文
学
研
究
会
平
成
二
十
三
年
二
月
日
本
語
を
教
え
る
と
は
？
教
授
遠
藤
藍
子
本
発
表
で
は
、
明
治
以
降
の
日
本
語
の
書
き
言
葉
が
ラ
テ
ン
語
や
漢
語
な
ど
の
普
遍
語
に
並
ぶ
ほ
ど
高
い
レ
ベ
ル
で
学
問
が
で
き
る
知
的
言
葉
に
発
展
し
た
と
い
う
水
村
（
二
〇
〇
八
）
＊
の
主
張
と
、
英
語
が
世
界
の
普
遍
語
の
地
位
に
つ
い
た
と
い
う
既
成
事
実
を
基
に
、
今
日
の
日
本
語
教
育
は
ど
ん
な
日
本
語
の
使
い
手
の
育
成
を
目
指
す
べ
き
か
を
考
え
た
。
日
本
に
お
け
る
定
住
外
国
人
に
対
し
日
本
語
を
教
え
る
こ
と
の
意
味
や
あ
る
べ
き
姿
は
必
ず
し
も
十
分
に
は
論
議
さ
れ
て
お
ら
ず
、
無
意
識
に
「
国
語
（
国
家
語
）」
と
し
て
の
日
本
語
を
教
え
が
ち
で
あ
る
。
し
か
し
、
も
し
彼
ら
の
子
弟
が
日
本
語
で
な
く
英
語
で
教
育
が
受
け
ら
れ
た
な
ら
、
漢
字
の
読
み
書
き
の
苦
労
も
な
く
国
境
を
越
え
る
力
が
育
成
さ
れ
う
る
こ
と
も
考
え
て
お
き
た
い
。
そ
の
場
合
、
彼
ら
が
「
教
科
と
し
て
学
ぶ
日
本
語
」
に
は
、
周
囲
の
日
本
人
や
異
な
る
母
語
話
者
と
の
間
の
意
思
疎
通
の
生
活
言
語
の
役
割
が
与
え
ら
れ
る
こ
と
に
な
ろ
う
。
＊
水
村
美
苗
（
二
〇
〇
八
）『
日
本
語
が
亡
び
る
と
き
英
語
の
世
紀
の
中
で
』
筑
摩
書
房
『
人
形
』
の
検
討
教
授
猪
熊
雄
治
昭
和
初
期
や
十
年
代
に
創
作
活
動
を
開
始
し
た
詩
人
た
ち
の
経
歴
を
見
れ
ば
、
出
発
期
に
文
芸
誌
や
詩
誌
へ
の
活
発
な
投
稿
活
動
を
展
開
し
て
い
た
姿
が
少
な
か
ら
ず
見
受
け
ら
れ
る
。
西
條
八
十
が
主
宰
し
た
『
人
形
』
（
昭
5

5～
19

2）
も
、
投
稿
欄
を
設
置
し
、
年
少
の
文
学
愛
好
者
に
自
己
の
成
果
を
試
す
場
を
提
供
し
て
き
た
詩
誌
だ
が
、
本
発
表
で
は
、
創
刊
か
ら
五
巻
頃
ま
で
の
投
稿
者
た
ち
の
動
向
に
注
目
し
て
、
投
稿
者
の
熱
心
な
活
動
に
よ
り
『
人
形
』
の
活
況
が
導
か
れ
て
い
く
経
過
を
報
告
し
た
。
投
稿
者
た
ち
は
、
自
作
の
発
表
に
加
え
て
、
誌
面
外
で
の
交
流
も
求
め
、
こ
う
し
た
要
望
に
応
え
る
形
で
、
『
人
形
』
で
は
イ
ベ
ン
ト
や
支
部
設
置
を
企
画
実
行
す
る
と
と
も
に
、
支
部
を
単
位
と
す
る
同
人
誌
刊
行
も
促
し
て
い
く
。
投
稿
者
た
ち
の
積
極
的
な
姿
勢
を
活
用
す
る
こ
と
で
、
刊
行
基
盤
と
詩
誌
と
し
て
の
性
格
が
確
立
さ
れ
て
い
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
平
成
二
十
三
年
度
大
学
院
日
本
文
学
専
攻
修
士
論
文
題
目
○
井
伏
鱒
二
『
さ
ざ
な
み
軍
記
』
研
究
市
川
芙
実
乃
○
口
一
葉
作
品
研
究
大
神
田
愛
美
○
谷
崎
潤
一
郎
研
究
飯
田
し
お
り
平
成
二
十
三
年
度
大
学
院
言
語
教
育
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
専
攻
（
日
本
語
教
育
）
修
士
論
文
題
目
○「
知
る
」
と
「
分
か
る
」
の
意
味
分
析
日
中
対
照
の
視
点
か
ら

韓
麗
洋
○
地
域
日
本
語
教
室
の
学
習
者
と
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
教
師
の
言
語
学
習
に
関
す
る
ビ
リ
ー
フ
浮
田
久
美
子
○「
空
気
を
読
む
」「
察
す
る
」
に
つ
い
て
日
本
人
は
ど
の
よ
う
に
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
し
て
い
る
の
か

河
合
和
美
○
リ
ラ
イ
ト
教
材
及
び
Ｌ
Ｅ
Ａ
手
法
が
第
二
言
語
と
し
て
の
日
本
語
学
習
に
与
え
る
影
響
年
少
者
Ｊ
Ｓ
Ｌ
児
童
に
焦
点
を
あ
て
て

島
田
友
絵
○
日
本
語
学
習
者
に
見
ら
れ
る
「
断
り
」
の
発
話
行
為
分
析
鄭
ア
ラ
○
介
護
福
祉
士
国
家
試
験
に
お
け
る
語
彙
の
特
徴
の
検
証
福
原
り
え
―86―
平
成
二
十
三
年
度
日
本
語
日
本
文
学
科
卒
業
論
文
題
目
○
宇
治
十
帖
論
今
江
亜
衣
○
安
部
公
房
『
他
人
の
顔
』
論
秋
山
仁
美
○
オ
ノ
マ
ト
ペ
の
日
英
対
照
浅
岡
は
る
な
○
天
照
大
御
神
考
成
長
変
貌
す
る
女
神

飯
島
恵
○
佐
多
稲
子
論
家
族
と
女
性

池
上
桃
子
○「
赤
い
鳥
」
に
お
け
る
北
原
白
秋
の
童
謡
観
石
川
真
矢
○
多
文
化
共
生
に
つ
い
て
岩
瀬
未
来
○
遠
藤
周
作
の
若
い
女
性
へ
の
提
言
を
め
ぐ
っ
て
榎
本
奈
緒
○
外
に
お
け
る
死
生
観
大
塚
愛
子
○
神
功
皇
后
伝
承
の
考
察
大
野
由
希
子
○
角
野
栄
子
『
魔
女
の
宅
急
便
』
少
女
魔
女
真
の
キ
キ

大
矢
未
有
○
新
方
言
の
広
が
り
に
つ
い
て
小
川
真
琴
○
遠
藤
周
作
作
品
に
お
け
る
悪
に
つ
い
て
小
佐
野
真
由
美
○『
は
て
し
な
い
物
語
』
幼
ご
こ
ろ
の
君
の


加
藤
乃
彩
○
でた
ら
め
に
よ
っ
て
育
つ
子
ど
も
た
ち
平
塚
武
二
論

川
島
夏
実
○
上
代
文
学
に
お
け
る
兄
弟
の
描
写
に
つ
い
て
川
村
茉
莉
○
役
割
語
と
し
て
の
人
称
詞
に
つ
い
て
菊
池
麻
里
○
日
本
語
学
習
者
の
発
話
に
対
す
る
評
価
金
恩
永
○
化
粧
品
の
命
名
小
泉
麻
衣
子
○
西
條
八
十
『
鸚
鵡
と
時
計
』
論
大
人
の
夢
と
子
供
の
夢

紺
野
雅
恵
○
森
外
「
ド
イ
ツ
三
部
作
」
に
お
け
る
女
性
像
坂
口
祐
美
○
梶
井
基
次
郎
論
逆
井
香
織
○
中
国
人
学
習
者
に
お
け
る
テ
形
誤
用
の
分
析
申
玉
玲
○
吉
屋
信
子
論
小
さ
な
聖
母
た
ち

菅
原
美
幸
○
堤
中
納
言
物
語
鈴
木
奈
海
○
童
謡
唱
歌
に
お
け
る
言
語
研
究
鈴
木
春
奈
○
滋
賀
方
言
の
男
女
差
に
つ
い
て
副
島
彩
子
○
宮
沢
賢
治
作
品
論
賢
治
童
話
に
お
け
る
公
務
員

髙
月
い
ず
美
○『
稲
生
物
怪
録
』
研
究
髙
橋
こ
こ
ろ
○
紫
の
上
論
武
田
香
織
○
安
房
直
子
の
魔
法
立
川
く
る
み
○
遠
藤
周
作
「
深
い
河
」
論
田
村
祥
子
○
柳
宗
元
に
つ
い
て
德
田
優
希
○
安
房
直
子
童
話
論
家
庭
に
お
け
る
母
の
存
在

中
野
友
香
○
北
川
千
代
の
幸
福
論
中
村
梓
○
芥
川
龍
之
介
論
作
品
に
見
ら
れ
る
母
親
像

林
光
咲
○
源
氏
物
語
論
女
性
と
出
家

半
谷
明
梨
○
向
田
邦
子
の
家
族
像
藤
田
真
衣
○
英
語
学
習
に
対
す
る
大
学
生
の
意
識
本
澤
舞
香
○
日
本
人
と
韓
国
人
の
自
己
開
示
宮
川
麻
依
○
国
木
田
独
歩
の
自
然
観
と
人
生
観
宮
澤
慶
子
○
遠
藤
文
学
に
お
け
る
「
楽
天
大
将
」
湯
本
喜
恵
○
中
川
李
枝
子
論
吉
田
悠
紀
子
○
社
説
の
日
本
語
渡
辺
絢
○
笑
い
の
談
話
分
析
漫
才
を
資
料
と
し
て

相
羽
美
里
○「
～
て
ほ
し
い
」
と
「
～
た
ら
（
た
の
に
）」
が
定
着
す
る
過
程
に
つ
い
て
秋
山
の
ど
か
○
能
の
研
究
東
瑶
子
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○
中
国
の
漢
語
と
日
本
の
漢
語
雨
宮
佳
奈
○「
フ
ァ
ミ
リ
ー
ポ
ー
ト
レ
イ
ト
」
に
於
け
る
家
族
に
つ
い
て
石
井
裕
子
○
川
端
康
成
『
乙
女
の
港
』
論
姉
妹
に
な
る
少
女
た
ち

石
黒
千
明
○「
浅
茅
が
宿
」
論
岩
﨑
友
香
○
源
氏
物
語
論
六
条
院
の
女
性
と
植
物

大
谷
し
ほ
り
○
天
稚
彦
草
子
大蛇
怪
婚
系
の
研
究
岡
部
春
香
○
安
房
直
子
童
話
論
時
間
が
告
げ
る
も
の

小
屋
尚
子
○『
う
た
た
ね
』
の
研
究
加
茂
は
づ
き
○
太
宰
治
「
富
嶽
百
景
」
論
川
田
ゆ
い
○
日
本
文
化
を
紹
介
す
る
教
材
金
恵
珍
○
広
告
キ
ャ
ッ
チ
コ
ピ
ー
に
お
け
る
表
現
特
性
小
林
紘
子
○
道
成
寺
説
話
の
研
究
小
林
愛
美
○
太
宰
治
『
人
間
失
格
』
論
小
松
原
翠
○
江
戸
川
乱
歩
『
芋
虫
』
論
佐
藤
朱
○
太
宰
治
と
聖
書
志
太
絵
理
○
太
宰
治
『
パ
ン
ド
ラ
の
匣
』
論
菅
原
英
恵
○『
西
の
魔
女
が
死
ん
だ
』
子
供
で
も
大
人
で
も
な
い
時
間

須
田
由
奈
○
日
本
の
マ
ン
ガ
に
お
け
る
オ
ノ
マ
ト
ペ
の
日
英
比
較
髙
名
結
衣
○
三
島
由
紀
夫
『
春
の
雪
』
論
田
中
千
陽
○『
お
伽
草
子
』
に
お
け
る
異郷
の
研
究
田
中
友
加
里
○
テ
レ
ビ
Ｃ
Ｍ
に
お
け
る
言
語
表
現
に
つ
い
て
長
澤
輝
世
○『
長
崎
版
日
葡
辞
書
』
の
研
究
橋
端
麻
美
○
上
代
文
学
に
お
け
る
建
物
そ
の
聖
と
俗
の
二
面
性
に
つ
い
て

橋
本
和
貴
○
新
美
南
吉
『
鳥
右
ヱ
門
諸
国
を
め
ぐ
る
』
「
善
」
の
模
索

朴
里
美
○
漱
石
の
「
門
」
の
世
界
傅
偉
傑
○
洋
語
の
変
遷
堀
越
麗
生
○
太
宰
治
「
斜
陽
」
論
本
間
紫
光
○
香
港
の
言
語
教
育
馬
嘉
頴
○
藤
典
侍
論
前
田
真
理
恵
○「
虞
美
人
草
」
論
「
道
義
」
の
意
味
増
田
明
日
香
○
夏
目
漱
石
「
草
枕
」
論
宮
沙
央
里
○
山
田
詠
美
試
論
作
品
に
お
け
る
「
少
女
」
に
注
目
し
て

梁
原
文
美
○
日
本
語
の
慣
用
的
表
現
の
変
化
山
口
美
佑
紀
○
森
外
「
阿
部
一
族
」
研
究
山
本
百
合
恵
○
江
戸
川
乱
歩
論
押
絵
と
旅
す
る
男
を
中
心
に

横
堀
史
穂
○
紫
の
上
論
横
山
幸
○
太
宰
治
『
正
義
と
微
笑
』
論
吉
岩
真
冬
○「
花
物
語
」
に
お
け
る
少
女
像
蓬
田
奈
津
美
○「
河
童
」
論
相
田
聡
子
○
谷
崎
潤
一
郎
に
お
け
る
女
性
の
美
学
荒
川
奏
美
○『
文
機
活
法
』
の
表
現
飯
沼
友
葵
乃
○
留
学
生
の
言
語
生
活
に
つ
い
て
井
口
茜
○
江
見
水
蔭
『
怪
奇
童
話
集
』
怪
奇
と
冒
険

石
塚
智
美
○
日
本
語
の
ゆ
れ
に
つ
い
て
市
川
か
お
り
○
江
戸
川
乱
歩
『
パ
ノ
ラ
マ
島
綺
譚
』
論
井
上
夢
子
○
吉
本
ば
な
な
「
キ
ッ
チ
ン
」
論
内
田
英
莉
子
○
第
二
言
語
習
得
に
お
け
る
学
習
者
要
因
内
山
あ
づ
美
○
志
賀
直
哉
「
ク
ロ
ー
デ
ィ
ア
ス
の
日
記
」
研
究
小
山
内
さ
つ
き
○
三
島
由
紀
夫
「
剣
」
論
尾
中
裕
紀
○
Ｊ
Ｓ
Ｌ
生
徒
に
対
す
る
教
科
指
導
に
お
け
る
イ
ン
タ
ー
ア
ク
シ
ョ
ン
加
賀
谷
智
佳
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○
日
本
人
10～
60代
年
齢
別
の
「
よ
う
だ
」「
ら
し
い
」
の
意
識
調
査
郭
恩
正
○『
平
家
物
語
』
に
お
け
る
女
性
像
加
藤
綾
香
○『
浮
世
床
』
の
研
究
加
藤
千
尋
○
坂
本
龍
馬
の
生
涯
龍
馬
に
影
響
を
与
え
た
人
物
を
中
心
に

鏑
木
め
ぐ
み
○
向
田
邦
子
の
家
族
観
「
冬
の
運
動
会
」
を
中
心
に
小
髙
江
里
奈
○『
平
家
物
語
』
に
お
け
る
木
曽
義
仲
の
研
究
後
藤
愛
○
古
事
記
に
お
け
る
沙
本
毘
売
伝
承
後
藤
遥
乃
○
留
学
生
の
異
文
化
適
応
に
つ
い
て
佐
藤
仁
香
○『
秋
夜
長
物
語
』
の
世
界
に
つ
い
て
篠
田
愛
○
夏
目
漱
石
が
描
く
女
性
像
陣
野
汐
織
○
遠
藤
周
作
論
遠
藤
に
お
け
る
母

高
橋
佐
知
○
江
戸
語
の
終
助
詞
「
海
舟
座
談
」
よ
り

竹
島
奈
津
美
○
ま
ど
み
ち
お
詩
童
謡
の
魅
力
谷
平
真
由
美
○『
古
事
記
』
に
お
け
る
火
に
つ
い
て
田
部
井
遥
○
福
井
県
坂
井
方
言
の
研
究
常
廣
茉
那
○
日
本
国
憲
法
の
日
本
語
手
島
美
優
○
異
類
婚
姻
譚
の
研
究
土
部
絵
理
菜
○
武
者
小
路
実
篤
論
「
友
情
」
を
中
心
に
名
倉
か
お
り
○
高
村
光
太
郎
『
智
恵
子
抄
』
論
西
田
紀
子
○
村
上
春
樹
「
ね
じ
ま
き
鳥
ク
ロ
ニ
ク
ル
」
論
野
谷
友
子
○
シ
ョ
ー
ト
シ
ョ
ー
ト
に
見
る
星
新
一
の
世
界
橋
満
真
緒
○
日
本
語
教
育
に
お
け
る
諸
教
授
法
の
実
態
調
査
テ
ィ
ー
チ
ャ
ー
ト
ー
ク
に
見
ら
れ
る
問
題
点
の
克
服
と
改
善

辺
葉
○
多
言
語
環
境
に
あ
る
子
ど
も
の
言
語
習
得
に
対
す
る
親
の
意
識
洪
琴
杓
○
寺
村
輝
夫
が
求
め
た
「
食
」
子
ど
も
に
と
っ
て
の
幸
せ
と
は

水
澤
美
保
○『
太
平
記
』
の
研
究
水
野
百
合
香
○
谷
崎
潤
一
郎
に
お
け
る
女
性
像
「
痴
人
の
愛
」「
蓼
ふ
蟲
」
を
中
心
に

武
藤
麻
衣
○
六
条
御
息
所
論
吉
成
華
奈
○
小
泉
八
雲
に
於
け
る
「
ユ
ー
ト
ピ
ア
」
と
日
本
依
田
英
恵
○
現
代
語
に
お
け
る
女
性
語
の
変
遷
渡
辺
真
理
子
○
詩
歌
の
日
英
対
照
研
究
和
田
由
衣
―89―
